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□ 実践の概要 

本校では、進学講習における特別講座として、本校生徒だけでなく、一般の方々が参加できる公開講座「ダ

イバソフィ」を実施しており、多様な学問分野や職種から講師を招き、様々なテーマでワークショップを行う

ことで、地域の方々に興味深い話や普段できない体験を提供している。 

１ 実践の目的 

「ダイバソフィ」とは、「ダイバーシティ（多様性）」と「フィロソフィ（智恵と愛）」を掛け合わせた造語で

あり、平成29年度から本校と名寄市立大学による高大連携事業として開始された。本校として、生徒に通常の

授業とは違う学びの場を提供するとともに、多様な人々による世代を超えた学びの場を創造することで、地域

に開かれた学校づくりを推進することを目指している。 

２ 実践内容 

(1) 実施計画 

年間で10回、土曜日の進学講習の３コマ目として、道内外の大学や企業などから講師を招き、様々なテー

マでワークショップを計画し、本校生徒や名寄市立大学の学生だけでなく、保護者や地元の中学生、一般の

方々にも案内している。 

(2) 取組の具体 

10回のワークショップについて、これまで次のような取組

を行っている。 

①令和５年４月29日（土）に、名寄高校の梅澤剛教諭を講師

として、本校生徒14名と本校教諭５名が参加し、「世の中の

小さな疑問」を題材として、個人思考とグループワークで

様々な議論を展開した。 

②令和５年６月17日（土）に、本校生徒13名と本校教諭４

名、名寄市立大学生３名が参加し、合同会社memo’tock代

表である坂本太一氏による「生きる世界の探し方、嫌いか

ら逃げたっていいじゃない??」と題する講演を聴いた後、

５年後の自分の将来について議論した。 

③令和５年７月15日（土）に、旭川市立大学の齋藤眞宏教授

を講師として、「異文化理解」をテーマとして、本校生徒12

名、本校教諭４名、旭川市立大学生４名、名寄市立大学生

３名、名寄高校教諭１名、天塩高校学校長が参加し、異な

る文化への理解や他者理解、自己理解について議論した。 

(3) 取組後の点検・評価 

各ワークショップの参加者からの評価として、次のような感想・意見が挙げられている。 

・ワークショップに参加した生徒は様々な年代や立場の方と主体的・能動的に交

流しており、よい刺激となっている。（本校教諭） 

・保護者をはじめとした地域の方々に広く参加してもらえるための工夫が必要で

ある。（本校教諭） 

・次年度に開設予定の科目「理数探究基礎」について、現在授業内容を構想中で

あるが、「ダイバソフィ」の取組には沢山のアイディアやヒントがある。（本校教諭）  

・様々な立場の人の色々な考え方を知ることができ、普段の授業では得ることが

できない貴重な経験ができた。（本校生徒） 

 (4) 改善後の取組 

・「ダイバソフィ」での知見を踏まえて、本校の「総合的な探究の時間」や次年度に開設予定の科目「理数探

究基礎」において、外部人材の活用や多様な人々との協働活動を行うことを検討している。 

・「ダイバソフィ」の取組について、美深町民に広く知ってもらうために、美深町の広報誌や回覧板で案内を

したり、防災無線で町内に放送したりすることを検討している。 

３ 実践のポイント 

講師が自由にテーマを設定することで実践内容に幅を持たすことができる。また、講師自身が次年度の講師

となり得る多様な人材を紹介してくれるため、学びの幅を更に広げることができる。 

公開講座「ダイバソフィ」を通した地域に開かれた学校づくり

北海道美深高等学校 学級数３ (校長 大谷 健介) 

【ワークショップの様子】 


